
 『札幌４支部合同 看護師職能研修会』 アンケート集計結果 

看護師職能委員会 

開催日時： 2025年 10月 18日(土)  13:00～16:00 

テ ー マ： 地域特性に合わせた切れ目のない連携を目指して ～連携の実際と今後の展望～ 

講  師： 鷹巣 香織 氏 （医療法人北海道家庭医療学センター 向陽台訪問看護ステーション 所長) 

臼杵 愛美 氏 （恵庭市ひがし地域包括支援センター たよれーるひがし センター長） 

本前 陽子 氏 (公益社団法人北海道勤労者医療協会 勤医協中央病院 

医療連携・患者支援センター 入退院支援課 師長） 

開催方法： ハイブリッド形式 

参加人数： オンライン（４４名） 会場（３１名） 

回答人数： ５３名（回答率 71％）  

 

 

1.職能                            2.看護歴 

  

 

3.職位 

 
 

4.所属施設 
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5.病床数 

 

 

6.内容の理解度 

 

 

7.参加動機に合っていたか 

 

 

8.今後の活用度 

 
 
<活用できる> 

⚫ 在宅療養について理解が深まった。 

⚫ 色んな地域の連携の話が聞けて、参考にしたい学びをたくさん得ることができたから。 

⚫ 退院支援で主要となる部門の方の専門的な意見を聞くことができたから 

⚫ 顔の見える連携がやはり大切だと思えた。今行っていることを継続した方が良いと確認できた。 
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⚫ 今年から連携室に配属になり連携について学びを深めたいと考えていたので、知りたかった事など

も講義の中にあり、何かしら業務に活かせると思いました。ありがとうございます。 
 
⚫ 地域包括ケアシステムが浸透し、病院側と在宅双方向で支援を充実させていこうとみなさんが奮闘

されていると感じました。私自身も在宅の立場で、よりスムーズな連携が出来るよう努めていきた

いと感じました。 
 

<ある程度活用できる> 

⚫ 看護師としての役割を再認識できた。 

⚫ 顔の見える連携の重要性がわかった 

⚫ 訪看など現場の話を聞く機会が今までなかったので、今回は良い機会となった。 
 

⚫ 今回の研修では、連携の重要性を知ることが出来ました。今後は、自部署における問題点や課題を整理した

いと思います。 
 

⚫ 病棟勤務なので直接ケアマネさんなどと話す機会はありませんが、患者さんの情報提供では伝えたいことを

ちゃんとまとめられるよう、スタッフ指導をしたいと思いました。情報共有の大切さを学べたと思います。 

 

9.資 料について 

 

 

10.開催方法について 

 

 

11.本日の感想・ご意見について 
 
⚫ 分かりやすい講義とシンポジウムでした。 

⚫ グループワークは情報交換に有意義な時間でした。 

⚫ 地域の取り組みを知る機会となり、大変勉強になった。 

⚫ 看看連携の重要性をますます実感することができた。 

⚫ 様々な立場での想いや意見を聞く機会は、持つことが出来ないため貴重な時間となりました。 
 

⚫ 貴重なお話を聞くことができた。看護師は病院の病棟や外来で働く以外にも、たくさんの活躍の場があるこ

とを改めて知ることができた。 
 
⚫ それぞれの講師の先生のお話はわかりやすく、今後の参考になりました。同じ看護師として、患者さんのため

にチームになって協力できるように意識していきたいです。ありがとうございました。 

 



 

⚫ 様々な患者さんをお受入れして頂いている訪問看護の皆様、生活面が心配な患者さんの地域でフォローし

てくださっている地域包括支援センターの皆様にいつも感謝しております。ありがとうございます。 
 
⚫ 患者さんのためにみんなで連携して繋げようという思いが皆さん強く、様々な思いや取り組みを知ること

ができて、大変有意義な時間になった。マンネリしていた仕事へのモチベーションが高まり、何かまた向上

できるように頑張ろうと思えた。 
 
⚫ 自院で院内他職種連携による入退院システムの構築や、看護部内の部署業務の分化、併設する訪問看護ス

テーションとの連携に取り組んでいます。その方法としてカンファレンス体制の調整や、情報共有の重要

性、顔と顔の見える関係性などが有効であること、自分達の思考や実践が間違いではないことをこの研修

に参加することで知ることができました。 
 
⚫ どの先生の講義も、シンポジウムもとても興味深く参考になりました。また、直接のテーマではありません

でしたが、看護の質を高めるためのチームワークや教育体制など、普段心の中で思っていたことを思いが

けず教えて頂いたと思います。今回のテーマが深く関わる部署で勤務しているため、明日からでも参考に

させていただきます。ありがとうございました。 

 

12.今後、取り上げてほしいテーマについて 
 
⚫ 看護の ICT 

⚫ 医療DXについて 

⚫ ACPについて 

⚫ 業務改善についての研修 

⚫ 病院と在宅看護のつながりに関して 

⚫ 入退院支援看護師の育成について 

⚫ 在宅の施設全般の特徴や看多機、小多機の機能について 

⚫ 病棟看護師の退院支援への知識のボトムアップについて。 

⚫ 病院、包括支援センター、ケアマネなどと情報交換できる機会を増やして欲しいと思いました。 
 

⚫ 在宅や施設が医療機関とどのように関わっていく必要があるのか、またスムーズな連携をする為に 

訪問看護について、もっとリアルな現状を知りたい。在宅での支援をより推進できるよう、広報活動をする

方が良いと思っています。 
 
⚫ 身寄りなしの患者への関わり。同意書はもちろん、持ち物の準備や退院調整の時にどうしているのかなど場

面ごとの関わりを皆さんがどうしているか知りたい。また、最後の交流会のような時間を多めにあると良い

なと思いました。 


